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特 集  パーキンソン病診療最前線

は　じ　め　に

　2018年５月に『パーキンソン病診療

ガイドライン2018』1)が発刊された。

これまでのパーキンソン病治療ガイド

ラインを踏襲しつつ，新規の項目も設

け，より包括的な内容となっている。

本稿ではこれまでのガイドラインとの

相違点を挙げ，今回のガイドラインの

特徴について概説する。

Ⅰ．序章について

　今回の診療ガイドラインはこれまで

の治療ガイドラインと異なり，より広

い範囲の利用者(患者やパラメディカ

ルなど)を想定して作成された。その

ため，新たに序章を設け，そこでは疫

学，診断基準，遺伝子，環境因子など

パーキンソン病の一般的なことについ

て解説をしている。このなかには2015

年に発表されたMovement Disorder 

Societyから発表された診断基準も掲

載してある。そのため，パーキンソン

病診療を専門としない一般医家にとっ

ては入門書として利用することが可能

となっている。

Ⅱ．第Ⅰ編について

　これまで通り，各薬剤および定位脳

手術に関する解説が記載されている。

2008年10月以降のエビデンスについて

解説を行っている。

Ⅲ．第Ⅱ編について

１．�パーキンソン病治療に関するエビ

デンスに基づいた治療方法

　今回のガイドラインでは，早期およ

び進行期パーキンソン病における治療

を，ガイドライン作成のための国際標
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